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地
域
中
小
零
細
企
業
の
活
性

化
と
は
、
付
加
価
値
の
創
出
、

独
自
性
の
あ
る
商
品
・
役
務
の
開
発

に
よ
り
売
上
を
伸
ば
し
、
経
営
基
盤

を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
活
性
化
が
地
域
産
業
全
体
の
牽

引
に
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　

さ
て
、
平
成
19
年
５
月
11
日
法
律

第
39
号
「
中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産

業
支
援
を
活
用
し
た
事
業
活
動
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
、
い
わ
ゆ
る

「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
法
」
に

基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
が
地
域
資

源
の
内
容
を
指
定
、
中
小
企
業
が
そ

の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
計
画

を
作
成
、
申
請
し
、
主
務
大
臣
の
認

Q

Ａ １
番
　
福
野
　
未
知
留

産
業
活
性
化
に
つ
い
て

　

中
川
に
は
「
緊
急
用
船
着

場
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
潮
止
橋

袂
の
旧
船
着
き
場
は
八
潮
駅
に
近
い

こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
を
復
元
す
る
こ

と
で
観
光
を
兼
ね
た
船
着
場
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

　

三
郷
市
の
江
戸
川
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
緊
急
用
船
着
場
」

は
国
が
整
備
し
た
も
の
で
す
が
、
中

川
に
は
、
現
段
階
で
は
設
置
計
画
は

な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

「
緊
急
用
船
着
場
」
は
災
害
時
に

必
要
な
資
機
材
や
救
援
物
資
等
を
搬

入
・
荷
揚
げ
す
る
こ
と
か
ら
潮
止
橋

袂
の
旧
船
着
場
で
は
ス
ペ
ー
ス
等
課

題
が
多
く
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
中
川
へ
の
「
緊
急
用
船
着

場
」
設
置
に
つ
い
て
は
、
流
域
自
治

体
間
の
合
意
形
成
が
で
き
れ
ば
、
国

に
対
し
設
置
に
向
け
て
の
要
望
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

QＡ

18
番
　
鹿
野
　
泰
司

中
川
河
川
利
用
に
つ
い
て

定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
金
融
面
、

『
Ｊ‐

Ｎ
Ｅ
Ｔ
21
』
は
じ
め
広
報
面

で
の
支
援
な
ど
、
各
種
支
援
措
置
が

活
用
で
き
る
。
近
隣
市
と
共
に
、
八

潮
市
の
地
域
資
源
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、
『
小
松
菜
・
枝

豆
・
草
加
煎
餅
・
皮
革
製
品
』
で
あ

る
。

　

本
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
認

定
事
例
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

現
在
、
本
市
の
中
小
企
業
が

こ
の
法
律
に
基
づ
く
計
画
を
作

成
し
、
認
定
さ
れ
た
事
例
は
な
い
。

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
で
行
わ
れ

た
そ
の
他
の
一
般
質
問
事
項
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

19
八
潮
メ
セ
ナ
入
口
階
段
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
9
中
川
小
区
域
の
バ
ス

路
線
導
入
に
つ
い
て
22
公
共
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
2
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

に
お
け
る
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て
2

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
11
職

員
・
教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て
11
公
共
工
事
に
よ
り
生
じ

た
建
物
等
の
損
害
に
対
し
て
の
補
償

に
つ
い
て
10
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
い
て
10
八
潮
駅
北
口
付
近
歩
道

の
照
明
に
つ
い
て
10
大
曽
根
、
浮
塚

地
域
の
避
難
所
に
つ
い
て
14
災
害
時

に
お
け
る
オ
ー
ト
バ
イ
隊
設
置
に
つ

い
て
14
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
3
南
部
地
区
区
画
整
理
事

業
区
域
の
町
名
変
更
見
直
し
に
つ
い

て
3
公
金
徴
収
一
元
化
の
取
組
み
に

つ
い
て
3
「
住
み
た
く
な
る
街
」
を

Ｐ
Ｒ
す
る
戦
略
に
つ
い
て
17
教
育
行

政
に
つ
い
て
12
公
共
施
設
へ
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
導
入
に
つ
い
て
12
薬
物
乱

用
防
止
教
育
の
強
化
に
つ
い
て
12
不

育
症
に
関
す
る
対
応
の
充
実
に
つ
い

て
12
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
教
育
現
場

へ
の
理
解
普
及
に
つ
い
て
13
子
育
て

関
連
３
法
に
つ
い
て
13
住
民
票
に
つ

い
て
13
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
13
条

例
に
つ
い
て
1
子
育
て
施
策
に
つ
い

て
1
「
空
き
家
」
問
題
に
つ
い
て
18

南
部
中
央
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

18
生
活
保
護
施
策
に
つ
い
て

（
質
問
順
に
掲
載
）

そ
の
他
の一般
質
問
事
項
※
数
字
は
議
席
番
号
で
す

　

本
会
議
及
び
委
員
会
は
、
ど

な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
定
例
会
は
年
４
回
開

か
れ
、
次
回
は
２
月
27
日
に
開

会
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
傍

聴
は
、
市
議
会
の
活
動
に
ふ
れ

る
こ
と
の
で
き
る
身
近
な
方
法

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴
し
て
く

だ
さ
い
。

●
本
会
議
の
傍
聴

　

一
般
席
の
傍
聴
人
の
定
員
は

42
人
で
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

傍
聴
申
込
書
に
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
、
傍
聴
者
入
口
か
ら
傍

聴
席
に
入
り
ま
す
。

　

定
員
を
超
え
た
場
合
、
入
場

を
一
時
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
委
員
会
の
傍
聴

　

委
員
会
を
傍
聴
で
き
る
人
数

は
10
人
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
傍
聴
の
手
続
き
は
、

本
会
議
と
同
様
で
す
。

●
傍
聴
す
る
際
の
注
意
事
項

　

傍
聴
す
る
際
は
、
騒
ぎ
立
て

て
は
い
け
な
い
な
ど
の
傍
聴
規

則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
傍
聴
す
る
方
は
、
傍

聴
席
に
お
い
て
写
真
、
ビ
デ
オ

等
の
撮
影
又
は
録
音
等
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
携
帯
電
話
の
電
源
は

お
切
り
く
だ
さ
い
。

　
︻
平
成
24
年
第
４
回
定
例
会

の
傍
聴
者
数
52
名
︼

議会を傍聴しましょう

議場の傍聴席

議員からの寄附は、罰則をもって
禁止されています!!
議員からの寄附は、罰則をもって
禁止されています!!
議員からの寄附は、罰則をもって
禁止されています!!
議員からの寄附は、罰則をもって
禁止されています!!

「贈らない」「求めない」
「受け取らない」の
「三ない運動」を徹底しましょう！

禁止されている寄附（例）
×卒業祝、入学祝

×祭りへの寄附や差し入れ

×地域の運動会やスポーツ大会への

　飲食物の差し入れ

×町内会の集会や旅行等の催物への寸志や

　飲食物の差し入れ

×お中元、お歳暮

×落成式、開店祝の花輪

×病気見舞い

×議員の代理で出席する場合の結婚祝

×議員の代理で出席する場合の香典

×葬式の花輪、供花

　選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人に寄附を行
うことは、名義のいかんを問わず特定の場合を除いて一切禁止
されています。有権者が求めてもいけません。冠婚葬祭におけ
る贈答なども寄附になるので、注意してください。

　なお、例外的に罰せられない行為として、議員本人が持参す
る結婚式のお祝い・香典があります。
　市民の皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

一般質問から

平成２5年（２０１3年）2月


